
理事会　　報告日 平成22年 4月21日（）

総（代）会報告日 平成22年 5月21日（予定）

邑楽町 商工会
5251

（5）枚
五十嵐　康博

分析シートの枚数

入力年月日

入力担当者職氏名
商工会名
商工会コード

平成22年4月30日

様 式 ― ２

平成22年度

商工会事業評価システム

年 次 報 告 書

商工会事業評価システム

～成果主義を背景とした「目標対成果」の自己検証～

“即ち、限られた財源の中でいかに事業を効率化し、

実行性のある事業を展開して行くか”

群馬県商工会連合会
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１．評価対象者の概要

（１）評価対象団体名

（２）団体の概要

（３）構成役員

（４）評価事業期間

（５）評価算定者

＜記入上の注意＞

以下、２．総括的概要　３．外的及び内的環境の変化等　４．重点課題項目の注目すべき実績
（要因を含む）を記入するにあたってのご注意

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日

氏名（五十嵐　康博　）
職名（経営指導員）

③職員数（　９）名

③理事（２５）名②副会長（２）名

①会員数（５９６）名

④監事（２）名
①会長（１）名

（　邑楽町　）商工会
所在地（邑楽郡邑楽町中野３１９７）

平成２２年３月３１日　現在
②小規模事業者数（７９３）名

（１）この年次報告書は、商工会事業評価シートの【定性的評価】をもう尐し解

かり易く、【定量的評価】の実績数値を示しながら記載することが求めら

れています。

（２）商工会の１年間の総括的概要、環境の変化（大型店の出店･地域プロジェ

クト･役員の改選･職員の人事交流等）並びに年間を通じ特に重点を置いた

事業について、【当初の目標や計画に対しその結果】を比較考量しつつコ

メント記述してください。
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２．総括的概要

３．外的及び内的環境の変化等

わが国の経済全体としては、特に地方経済への波及効果の部分まで含め、まだまだ上昇気流に乗り切れて
いるとはいえず、経済活動の水準を見ても回復を実感するには程遠い状況がこの一年続いているというのが
景気に対する率直な感想であるように思われます。
また、国内経済から身近な当町に目を向けても、当会の多くの会員事業所は業績回復への明るい見通しを持
てない状況が続いており、後継者のいない会員の中には事業規模の大幅な縮小を、場合によっては廃業を余
儀なくされるという事態も起きており、商工会脱退理由においても廃業が第一の原因となってきております。ま
さに、最近の会員を取り巻く経営環境は、ますます厳しさを増していると言えます。
当会では、このような現状を踏まえ、会員の直面している経営上の諸問題に対し、尐しでも役立つ支援制度等
の紹介及び斡旋を第一に心がけるともに、昨年来、国から機動的に打ち出されている各種資金繰り支援策並
びに経営問題への専門家派遣事業への迅速な対応など、会員事業所からの突発的な相談に対し、総合的な
即応体制の強化に努めてまいりました。
また、年度当初に支給された定額給付金に合わせての「おうら町プレミアム付き金券発行事業」を町行政から
の多大な支援をいただくなかで、地域の商業活性化策として積極的な事業展開を図ってまいりました。
また、一昨年から会員への専門支援体制として確立し、機能しております商・工各１名の商工業支援相談員
に、年度当初に県連から派遣された商工会支援員が新たに加わり、より一層の会員事業所へのきめ細かな
対応を行ってまいりました。
その他、各種の講演会や研修会を開催するなど、経営改善普及事業及び一般事業等の事業計画に沿った各
種事業を実施することができました。
なお、平成２１年度中の会員の加入脱退状況は、加入１６事業所、脱退１９事業所で、差し引き３事業所の減
となり、平成２２年３月３１日現在の会員数は５９６事業所です。

国の地方分権関連の審議会等では市町村合併の進展等を背景に地域内の商工団体の在り方についての検
討がなされ、商工会の活動あるいは組織自体が議論の中心に据えられるという商工会組織にとっても厳しい
時代を迎えています。総じて商工会の存在意義が問われる流れの中で、商工会がいかに組織強化を図り、会
員企業へのきめ細かな支援機能の向上を図っていけるか、また停滞傾向にある地域にあって産業振興のみ
ならずコミュニティ活動に対してもいかに貢献できるか、これらの難しい課題への対応を商工会は今、強く求め
られている。折りしも、全国商工会連合会の平成２１年度最重点事業計画におて、Ⅰ．金融・経済危機に直面
する中小企業への支援強化　Ⅱ．支援機能強化に向けた商工会の組織・事業改革の徹底　Ⅲ．小規模企業
支援体制の拡充　Ⅳ．地域の産業・コミュニティへの更なる貢献、の４項目が掲げられており、当会としても、
会員事業所の置かれているかつてない厳しい経済状況と合わせて、これら４項目を当会活動にとっても差し
迫った重要な課題として受け止めたうえで、会員から真に存在意義を認められる商工会を目指していくもので
ある。
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４．重点課題項目の注意すべき実績（要因を含む）

取組んだ重点課題項目の実績（負の結果：達成に至らなかった場合も含む）について
「各実施事業毎の評価分析シート（様式ー１）」を参考にして総括してください。

（１）目標・計画
（当初の方針（目標）や計画など）

（２）事業の成果・結果
（年次の報告事項）

（３）要因分析
（成果・結果に至った原因や要因）
・地域活性化関連事業[おうら町プレミアム付き金券発行事業]　⇒　金券発行事業を町全体の事業として推進
し、事業への参加店を可能な限り募集したことによる。
・経営指導関連事業[エキスパートの積極的活用事業]  ⇒  経営上の問題に直面している場合に、迅速な対
応でエキスパートバンク事業の活用を事務局から提案したことによる。
・経営指導関連事業[５Ｓの基本を学ぶ講習会の開催事業]  ⇒　難しい経営環境にある工業の経営者が中心
となって、経営の原点に通じる５Ｓに改めて注目してみようと思う気持ちを強く感じたことによる。
・中小商業活性化関連事業[前年度作成の商業マップ活用促進事業]　⇒　金券発行事業との相乗効果を生
むタイミングに商業マップの継続配布活動が地道になされたことによる。
・経営指導関連事業[群馬環境ＧＳ認定への支援事業]　⇒　ますます環境を重視する傾向が強まる中で、事
業の業績回復が思うように進まない状況で、経営の効率化、コスト低減化と一体である群馬環境ＧＳの認定
活動が重要な意味を持ってきていることによる。

・地域活性化関連事業[おうら町プレミアム付き金券発行事業]　⇒　金券発行事業により地域商業活性化と消
費拡大を図る。　　　・経営指導関連事業[エキスパートの積極的活用事業]  ⇒  経営上の諸問題に対する解
決へ向けた指針の提示を図る。　　　　　　　　　　　　　・経営指導関連事業[５Ｓの基本を学ぶ講習会の開催事
業]  ⇒　経営に対する５Ｓの有効性を学習する機会を提供する。　　　　　　・中小商業活性化関連事業[前年
度作成の商業マップ活用促進事業]　⇒　地道なマップ配布活動による新規顧客数の増加を図る。
・経営指導関連事業[群馬環境ＧＳ認定への支援事業]　⇒　環境配慮の活動と生産活動の効率化、コスト低
減化の相乗効果を図る。

・地域活性化関連事業[おうら町プレミアム付き金券発行事業]　⇒　当町内の商業商業活性化に、相応の効
果をもたらした。　　　　　・経営指導関連事業[エキスパートの積極的活用事業]  ⇒  ７事業所、８件の相談内
容にそれぞれの分野毎のエキスパートから的確な指導を受けた。
・経営指導関連事業[５Ｓの基本を学ぶ講習会の開催事業]  ⇒　工業部及び青年部の経営者にとって、経営
環境の変化に様々な効果を発揮する５Ｓの有効性を認識する良い機会となった。
・中小商業活性化関連事業[前年度作成の商業マップ活用促進事業]　⇒　金券発行事業と商業マップの継続
的な配布活動による相乗効果から、個店の新規顧客の増加と売上増につながった。
・経営指導関連事業[群馬環境ＧＳ認定への支援事業]　⇒　年度内に１４社の会員企業に対して群馬環境ＧＳ
の新規申請及び活動支援を行い、県内の町村部認定数において当町が１位となった。

‐4‐

作成者：群馬県商工会連合会　経営支援部　経営支援課



(1)重点課題項目について作成してください

(2)実施事業が複数ある場合は、複数枚作成してください

平成22年度 入力年月日

商工会コード

商工会名

入力担当者職氏名

分析シートの枚数

成果目標

事業成果

付随成果

低　1 2 3 4 5 　高
指標目標
達成への 貢献度リストボックス入力 4:高い
貢献度

評価の区別
事業実施の 1:  継　続

結果評価 2:  見直し

判定 3:  廃　止

4:  完　了

今後の事業
実施により
期待される
成果

商工会事業評価システム　 評価ツール

アウトカム（何がもたらされたか）

＜　評　　価　　分　　析　　シ　　ー　　ト　＞

アウトプット（何をしたか）

実 施 事 業 名

邑楽町

（5）枚中の（1）枚

五十嵐　康博

5251

平成22年4月30日

右の「評価の区別」を用いて判定入力

７．地域活性化関連事業 おうら町プレミアム付き金券発行事業

プレミアム付き金券のお得感を一般消費者
にアピールすることにより、地域商業の活
性化を図る。

会員を含め町内事業所全体を対象に、当該事
業への参加を広く呼びかけ、同時に、プレミ
アム付き金券発行事業ができる限り多くの町
内消費者が利用できるように金券の一人当た
り購入額限度額を設定するなどの工夫をし
た。

１５０事業所の当該事業への参加があり、
業種も商業を中心に幅広い業種に亘った。
町全体への活性化策が浸透した。

金券取り扱い事業所には、一部の事業所への
偏りはどうしても生じてしまうが、世の中の
消費節約傾向が強まっている状況下、当町内
の商業活性化に、金券総額５，５００万円は
相応の効果をもたらした。

商工会事業が町産業の振興策に寄与するという側面が、行政当局にアピールできたと同時
に一般消費者の商工会への認識が高められた。

プレミアムという即効性のある商業活性化策とは別の地道な顧客を大切にする姿をアピー
ルできる事業を企画し実行に移していく積極性が商店側にも期待される。

プレミアム分の財政的裏づけなくしては、事業とし
て成立し得ないところに無理があり、同種事業の継
続は難しいと思われる。

完了

入力担当者（評価者）のコメント欄
（１）継続･見直しの今後の展開及び方向性 （２）廃止･完了の今後の展開及び方向性
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(1)重点課題項目について作成してください

(2)実施事業が複数ある場合は、複数枚作成してください

平成22年度 入力年月日

商工会コード

商工会名

入力担当者職氏名

分析シートの枚数

成果目標

事業成果

付随成果

低　1 2 3 4 5 　高
指標目標
達成への 貢献度リストボックス入力 4:高い
貢献度

評価の区別
事業実施の 1:  継　続

結果評価 2:  見直し

判定 3:  廃　止

4:  完　了

今後の事業
実施により
期待される
成果

＜　評　　価　　分　　析　　シ　　ー　　ト　＞

実 施 事 業 名

五十嵐　康博

（5）枚中の（2）枚

商工会事業評価システム　 評価ツール

平成22年4月30日

5251

邑楽町

１．経営指導関連事業 エキスパートの積極的活用事業

アウトカム（何がもたらされたか） アウトプット（何をしたか）

前年度に比較して、相談件数及び相談事業
所数、共に大幅に増加した。

７事業所、８件の相談内容にそれぞれの専門
分野毎のエキスパートにより的確な指導を受
けた。

景気の回復も一向に進まず、厳しい経営環
境の中で難しい経営を余儀なくされている
経営者の経営上の諸問題に対し、解決の糸
口を探すための重要な指針をエキスパート
から提示してもらう。

県連のエキスパートパンク事業を会員にＰＲ
し、制度の有効活用を積極的に勧める。

会員自身の自発的な当該事業の積極的活用により、経営改善または業績向上に貢献してい
く実績を積み重ねることにより商工会の会員事業所への経営支援事業の重要性に注目して
もらいたい。結果として、商工会の存在意義が高まるものと期待する。

右の「評価の区別」を用いて判定入力

継続

入力担当者（評価者）のコメント欄
（１）継続･見直しの今後の展開及び方向性 （２）廃止･完了の今後の展開及び方向性
先に実施された会員アンケートによっても、まだま
だ商工会事業の中での知名度は、低い状況が指摘さ
れているので、より一層ＰＲしていく必要性を感じ
る。

現在の事業の閉塞的状況に対し、これからの事業の方向性を派遣された専門家から助言さ
れることにより、検討すべき選択肢が増えるという重要な意味があるように思う。
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(1)重点課題項目について作成してください

(2)実施事業が複数ある場合は、複数枚作成してください

平成22年度 入力年月日

商工会コード

商工会名

入力担当者職氏名

分析シートの枚数

成果目標

事業成果

付随成果

低　1 2 3 4 5 　高
指標目標
達成への 貢献度リストボックス入力 4:高い
貢献度

評価の区別
事業実施の 1:  継　続

結果評価 2:  見直し

判定 3:  廃　止

4:  完　了

今後の事業
実施により
期待される
成果

＜　評　　価　　分　　析　　シ　　ー　　ト　＞

実 施 事 業 名

五十嵐　康博

（5）枚中の（3）枚

商工会事業評価システム　 評価ツール

平成22年4月30日

5251

邑楽町

１．経営指導関連事業 ｢5Ｓの基本を学ぶ｣講習会の開催事業

アウトカム（何がもたらされたか） アウトプット（何をしたか）

モノづくりを取り巻く環境変化に様々な効
果を発揮する５Ｓについて、具体的な導入
例の説明と合わせて、その有効性を認識す
る良い機会となった。

工業部主催講習会「我々は５Ｓで何を求める
のか」、青年部主催講習会「５Ｓをもっと知
ろう」を実施。

大幅な景気落ち込み前の水準へと回復する
にはまだ当分の間、実感の伴わない状況が
続いている製造業にあって、製造業はもち
ろん業種の垣根を越えて、停滞期に何か会
員事業所がすべきことはないのか、また、
どのようなところに意識を向けるべきか、
これら事業経営の基本的な部分に答えを用
意しているのが、まさに５Ｓであるとの認
識の基に、５Ｓの精神を改めて見つめ直す
機会を会員に持ってもらう。

工業部、青年部の主催事業の柱として５Ｓに
ついての勉強会を企画し、実施した。

小規模な事業形態にあっても、他社に先駆けて、製品等の品質を高めていくための有効な
武器となり得る５Ｓについての理解をより多くの会員に広め、同時に実践的活動につな
がっていくことを期待する。

右の「評価の区別」を用いて判定入力

継続

入力担当者（評価者）のコメント欄
（１）継続･見直しの今後の展開及び方向性 （２）廃止･完了の今後の展開及び方向性
業績の良し悪しに関係なく、経営環境に柔軟に適応
していく企業の基礎体力を高めるために、５Ｓは欠
くことのできない実践的活動であるとの認識は重要
である。
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(1)重点課題項目について作成してください

(2)実施事業が複数ある場合は、複数枚作成してください

平成22年度 入力年月日

商工会コード

商工会名

入力担当者職氏名

分析シートの枚数

成果目標

事業成果

付随成果

低　1 2 3 4 5 　高
指標目標
達成への 貢献度リストボックス入力 4:高い
貢献度

評価の区別
事業実施の 1:  継　続

結果評価 2:  見直し

判定 3:  廃　止

4:  完　了

今後の事業
実施により
期待される
成果

＜　評　　価　　分　　析　　シ　　ー　　ト　＞

実 施 事 業 名

五十嵐　康博　

（5）枚中の（4）枚

商工会事業評価システム　 評価ツール

平成22年4月30日

5251

邑楽町

４．中小商業活性化関連事業 前年度作成の商業マップ活用促進事業

アウトカム（何がもたらされたか） アウトプット（何をしたか）

年度の主要事業となったプレミアム付き金
券発行事業と商業マップの継続的な配布活
動への取り組みにより、相乗効果から新規
来店客数あるいは売上の増加に尐なからず
貢献したものと思われる。

当該年度中にマップ残部数６，０００枚を配
布した。

前年度に作成した飲食業を中心とした商業
マップの作成目的は、地域内外の一般消費
者に対し、販売促進につながる個店ＰＲ活
動であり、一過性のＰＲに終わらせない努
力が必要と思われる。その意味で、マップ
の継続的な配布活動と個店自身による自主
的ＰＲ活動との相乗効果も期待できる。

掲載店の店頭での配布を始め、公共施設また
は当町及び近隣市町で開催されるイベント会
場での配布にも継続的な活動を行った。

同じ業種の中でのバラエティさを出しつつ、多くの会員がまとまったところで発揮される
複合的な魅力も大事であるが、実際の買い物行動という場面において、消費者を裏切らな
い個店として、それぞれの魅力を高める自助努力も同時並行的活動としてより重要な目標
となるべき点であるように思われる。個店支援事業として、県連エキスパートバンク事業
等を積極的に活用することにより、店舗の魅力度アップにつながっていくことを期待す
る。

右の「評価の区別」を用いて判定入力

継続

入力担当者（評価者）のコメント欄
（１）継続･見直しの今後の展開及び方向性 （２）廃止･完了の今後の展開及び方向性
商業会員にとって、商業マップ作成事業の目に見え
る成果という魅力から、第２弾商業マップ作成事業
（卸・小売・サービス業対象）を次年度の重点事業
として実施する。

前年度事業として実施した商業マッブ作成事業の対象業種として、飲食業を中心に掲載店
を絞ったが、表れた事業成果を見て、商業の会員事業所のうち、他の業種の会員からも別
のマップ作成を要望する声も上がってきた。

様 式 ― 1

4

作成者：群馬県商工会連合会　経営支援部　経営支援課



(1)重点課題項目について作成してください

(2)実施事業が複数ある場合は、複数枚作成してください

平成22年度 入力年月日

商工会コード

商工会名

入力担当者職氏名

分析シートの枚数

成果目標

事業成果

付随成果

低　1 2 3 4 5 　高
指標目標
達成への 貢献度リストボックス入力 4:高い
貢献度

評価の区別
事業実施の 1:  継　続

結果評価 2:  見直し

判定 3:  廃　止

4:  完　了

今後の事業
実施により
期待される
成果

＜　評　　価　　分　　析　　シ　　ー　　ト　＞

実 施 事 業 名

五十嵐　康博

（5）枚中の（5）枚

商工会事業評価システム　 評価ツール

平成22年4月30日

5251

邑楽町

１．経営指導関連事業 群馬環境ＧＳ認定への支援事業

アウトカム（何がもたらされたか） アウトプット（何をしたか）

環境ＧＳ認定に向けた省エネルギーまたは
廃棄物減量化等の活動の中で推進された生
産活動の効率化及びコスト低減化の努力
が、結果として経営改善の効果をもたら
す。

当該年度中、１４社を対象に、新規申請支援
及び活動支援を行った。

地球温暖化防止に向けた事業者の取組を社
会的に評価されるよう群馬県が認定しよう
とつくられた環境ＧＳ認定制度への申請か
ら認定までの一連の活動に対して、会員事
業所の取組を支援・指導するものである。

同制度の周知活動と個別会員事業所への申請
に係る勧奨。新規取組企業の申請及び継続企
業への支援を行う。

環境ＧＳ認定制度をより多くの会員事業所に周知し、1社でも多くの事業所が、認定に向
けた活動に積極的に取り組み、業績の向上につながるプラス効果をもたらすことを期待す
る。

右の「評価の区別」を用いて判定入力

継続

入力担当者（評価者）のコメント欄
（１）継続･見直しの今後の展開及び方向性 （２）廃止･完了の今後の展開及び方向性
今世紀に入り、CO２削減が全地球規模で論議され
ている現状から、企業規模の大小に係らず何らかの
環境面での配慮あるいは負担等の方向性は変わらな
いように思われる。

工場内及び事務所内の照明から空調はもちろん、生産工程でのムダの排除と効率化の徹底
を図っていくという作業従事者の意識改革につながるきっかけができる。

様 式 ― 1

5

作成者：群馬県商工会連合会　経営支援部　経営支援課



事業区分　 1 経営指導関連事業 5251 邑楽町

事業区分 達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均 予備項目
1 1 小規模事業者に対する巡回指導実施割合 80% 93% 84% 93% 0%

2 小規模事業者に対する窓口指導実施割合 96% 92% 86% 92% 0%
3 巡回指導比率 75% 104% 100% 103% 0%
4 職員１人あたり窓口指導件数 175% 97% 108% 97% 0%
5 指導事業者１人あたり指導件数 145% 101% 110% 102% 0%
6 経営指導員１人あたり指導件数 128% 100% 106% 99% 0%
7 経営指導員１人あたり巡回指導件数 96% 104% 105% 102% 0%
8 講習会等出席率 81% 96% 78% 98% 0%
9 講習会等１回あたり出席者数 206% 121% 118% 116% 0%

10 金融斡旋決定割合 109% 94% 92% 95% 0%
11 地域商工業者のうち青色申告者の割合 100% 98% 84% 96% 0%
12 記帳指導により自主記帳を行っている事業者数 100% 101% 102% 97% 0%
13 地域小規模事業者に対する施策普及の実施状況 100% 91% 92% 93% 0%
14 経営革新ガイドラインによる診断・指導件数 0% 28% 3% 24% 0%

合計 平　　　均 106.5% 94.3% 90.6% 93.4% 0.0%

自己評価コメント欄

注目すべき実績または、今後の重点課題項をご記入ください

統　一　指　標
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1 小規模事業者に対する巡回指導実施割合

2 小規模事業者に対する窓口指導実施割合

3 巡回指導比率

4 職員１人あたり窓口指導件数

5 指導事業者１人あたり指導件数

6 経営指導員１人あたり指導件数

7 経営指導員１人あたり巡回指導件数

8 講習会等出席率

9 講習会等１回あたり出席者数

10 金融斡旋決定割合

11 地域商工業者のうち青色申告者の割合

12 記帳指導により自主記帳を行っている事業者数

13 地域小規模事業者に対する施策普及の実施状

況

14 経営革新ガイドラインによる診断・指導件数

達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均

作成者：経営支援部　経営支援課



事業区分　 2 創業・新分野進出支援関連事業 5251 邑楽町

事業区分 達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均 予備項目
2 1 創業・新分野進出支援関連事業の取り組み状況 150% 79% 108% 80% 0%

2 創業・新分野進出支援施策に関する施策普及の実施状況150% 77% 104% 79% 0%
3 新規創業件数 0% 38% 0% 35% 0%
4 新分野進出件数 0% 25% 0% 20% 0%
5 事業化に向けた商品開発等が成立した件数 0% 26% 0% 23% 0%
6 創業・新分野進出に関する相談・指導件数比率 0% 85% 3% 72% 0%
7 ビジネスプラン作成件数 0% 5% 0% 7% 0%

合計 平　　　均 42.9% 48.0% 30.8% 45.1% 0.0%

自己評価コメント欄

注目すべき実績または、今後の重点課題項をご記入ください

統　一　指　標
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1 創業・新分野進出支援関連事業の取り組み状況

2 創業・新分野進出支援施策に関する施策普及の

実施状況

3 新規創業件数

4 新分野進出件数5 事業化に向けた商品開発等が成立した件数

6 創業・新分野進出に関する相談・指導件数比率

7 ビジネスプラン作成件数

達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均

作成者：経営支援部　経営支援課



事業区分　 3 情報化関連事業 5251 邑楽町

事業区分 達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均 予備項目
3 1 情報機器の導入・活用によって経営改善が推進された事業者数0% 34% 29% 34% 0%

2 情報機器・ﾈｯﾄﾜｰｸ等の活用によって売上やﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽを拡充した事業者数0% 47% 22% 45% 0%
3 商工会のｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄによる会員間取り引き等の発生件数 0% 27% 58% 23% 0%
4 情報化に関する相談・指導件数比率 55% 91% 363% 88% 0%
5 商工会の情報化事業への取り組み状況 100% 91% 96% 92% 0%
6 情報化関連の施策普及実施状況 100% 88% 96% 89% 0%

合計 平　　　均 42.5% 63.0% 110.7% 62.0% 0.0%

自己評価コメント欄

注目すべき実績または、今後の重点課題項をご記入ください

統　一　指　標
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1 情報機器の導入・活用によって経営改善が推進さ

れた事業者数

2 情報機器・ﾈｯﾄﾜｰｸ等の活用によって売上やﾋﾞｼﾞﾈｽ

ﾁｬﾝｽを拡充した事業者数

3 商工会のｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄによる会員間取り引き等の発生

件数

4 情報化に関する相談・指導件数比率

5 商工会の情報化事業への取り組み状況

6 情報化関連の施策普及実施状況

達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均

作成者：経営支援部　経営支援課



事業区分　 4 中小商業活性化関連事業 5251 邑楽町

事業区分 達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均 予備項目
4 1 中小商業活性化事業の取り組み状況 100% 84% 103% 86% 0%

2 地域内商業者数の対前年増加割合 100% 91% 82% 89% 0%
3 地域商店街等における空き店舗数 0% 69% 62% 66% 0%
4 商業活性化への施策普及実施状況 100% 85% 94% 84% 0%

合計 平　　　均 75.0% 82.0% 85.3% 81.4% 0.0%

自己評価コメント欄

注目すべき実績または、今後の重点課題項をご記入ください

統　一　指　標
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1 中小商業活性化事業の取り組み状況

2 地域内商業者数の対前年増加割合

3 地域商店街等における空き店舗数

4 商業活性化への施策普及実施状況

達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均

作成者：経営支援部　経営支援課



事業区分　 5 特産品関連事業 5251 邑楽町

事業区分 達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均 予備項目
5 1 地域への観光客の年間入り込み数 107% 97% 81% 96% 0%

2 開発・改良された特産品数 0% 22% 0% 20% 0%
3 開発・改良された特産品の生産高 0% 7% 0% 5% 0%
4 開発・改良された特産品の販売額 0% 7% 0% 5% 0%
5 開発・改良された特産品の販路開拓成果件数 0% 5% 0% 4% 0%
6 観光振興、特産品開発・販売による新規創業、新分野進出件数0% 68% 0% 56% 0%

合計 平　　　均 17.8% 34.5% 13.6% 31.1% 0.0%

自己評価コメント欄

注目すべき実績または、今後の重点課題項をご記入ください

統　一　指　標
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1 地域への観光客の年間入り込み数

2 開発・改良された特産品数

3 開発・改良された特産品の生産高

4 開発・改良された特産品の販売額

5 開発・改良された特産品の販路開拓成果件数

6 観光振興、特産品開発・販売による新規創業、新

分野進出件数

達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均

作成者：経営支援部　経営支援課



事業区分　 6 ビジョン策定関連事業 5251 邑楽町

事業区分 達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均 予備項目
6 1 策定されたビジョンに対する地域の認知度合 100% 55% 78% 59% 0%

2 策定されたビジョンの実現に向けた具体的取組状況 100% 56% 83% 59% 0%
3 策定されたビジョンの行政への反映状況 100% 53% 78% 57% 0%

合計 平　　　均 100.0% 54.3% 79.6% 58.3% 0.0%

自己評価コメント欄

注目すべき実績または、今後の重点課題項をご記入ください

統　一　指　標
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1 策定されたビジョンに対する地域の認知度合

2 策定されたビジョンの実現に向けた具体的取組

状況
3 策定されたビジョンの行政への反映状況

達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均

作成者：経営支援部　経営支援課



事業区分　 7 地域活性化関連事業 5251 邑楽町

事業区分 達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均 予備項目
7 1 小規模企業共済制度加入事業者比率 93% 95% 100% 95% 0%

2 商工貯蓄共済加入事業者比率 96% 94% 94% 95% 0%
3 倒産防止共済制度加入事業者比率 100% 74% 68% 76% 0%
4 中小企業退職金共済制度加入事業者比率 82% 86% 100% 90% 0%
5 特定退職金共済制度加入事業者比率 0% 74% 17% 70% 0%

合計 平　　　均 74.3% 84.9% 75.8% 85.1% 0.0%

自己評価コメント欄

注目すべき実績または、今後の重点課題項をご記入ください

統　一　指　標
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1 小規模企業共済制度加入事業者比率

2 商工貯蓄共済加入事業者比率

3 倒産防止共済制度加入事業者比率4 中小企業退職金共済制度加入事業者比率

5 特定退職金共済制度加入事業者比率

達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均

作成者：経営支援部　経営支援課



事業区分　 8 組織基盤強化関連事業 5251 邑楽町

事業区分 達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均 予備項目
8 1 商工業者組織率 99% 98% 97% 98% 0%

2 平均会費額 99% 102% 101% 102% 0%
3 会員１人あたり予算額 101% 108% 105% 108% 0%
4 対予算自己財源比率 193% 100% 110% 99% 0%
5 商工業者１人あたり市町村補助金額 97% 113% 100% 115% 0%
6 地域振興事業費比率 99% 119% 83% 111% 0%
7 管理費比率 85% 95% 94% 118% 0%
8 青年部組織率 96% 92% 79% 88% 0%
9 女性部組織率 110% 92% 78% 87% 0%

10 商工会カード加入率 99% 94% 79% 95% 0%
11 商工会カードサービス加盟店件数 0% 14% 14% 16% 0%
12 部会の活動状況 100% 89% 108% 87% 0%
13 市町村との連携状況 100% 95% 100% 100% 0%

合計 平　　　均 98.3% 93.2% 88.3% 94.1% 0.0%

自己評価コメント欄

注目すべき実績または、今後の重点課題項をご記入ください

統　一　指　標
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1 商工業者組織率

2 平均会費額

3 会員１人あたり予算額

4 対予算自己財源比率

5 商工業者１人あたり市町村補助金額

6 地域振興事業費比率

7 管理費比率8 青年部組織率

9 女性部組織率

10 商工会カード加入率

11 商工会カードサービス加盟店件数

12 部会の活動状況

13 市町村との連携状況

達成率 同規模平均 地区内平均 県内平均 全国平均

作成者：経営支援部　経営支援課


